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はじめに

このガイドの使用方法
このガイドでは、電話機で使用可能な機能の概要について説明しています。電話機の機能について確

実に理解するには、このガイドをよく読んでください。次の表に、よく使用される項目を示します。

目的 操作

ビデオ電話機について調べる ヘルプが必要な場合は、 （ヘルプ ボタン）を押してください。  

安全情報を参照する P. 2 の「安全および使用における情報」を参照してください。

設置後にビデオ電話機を使用する P. 7 の「ビデオ電話機の概要」を参照してください。

ビデオ電話機を接続する P. 5 の「ビデオ電話機の接続」を参照してください。

ボタンの意味を確認する P. 8 の「ボタンとハードウェア」を参照してください。

スクリーン レイアウトについて 
確認する

P. 13 の「スクリーン レイアウト」を参照してください。

コールを発信する P. 21 の「ビデオ コールの発信」を参照してください。

コールを保留にする P. 25 の「コールの保留と復帰」を参照してください。

ミュートにする P. 26 の「ビデオまたは音声のミュート機能」を参照してください。

コールを転送する P. 27 の「接続コールの転送」を参照してください。

会議コールを発信する P. 28 の「会議コールの発信」を参照してください。

番号を共有する P. 34 の「共有回線について」を参照してください。

ビデオ電話機をスピーカフォンと

して使用する

P. 38 の「ヘッドセットとスピーカフォンの使用」を参照してくだ  
さい。

呼出音またはコールの音量を変更

する

P. 40 の「音量の調節」を参照してください。

別の呼出音を選択する P. 41 の「アラート トーンのカスタマイズ」を参照してください。

スクリーンの明るさをカスタマイ

ズする

P. 41 の「モニタの明るさのカスタマイズ」を参照してください。
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安全および使用における情報

ビデオ電話機の設置および使用

次の安全上の注意事項を読んでから、Cisco IP Video Phone の設置と使用を始めてください（警告の翻    
訳については、『Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco IP Phone 7900 Series』を参照し           
てください）。

警告 安全上の重要な注意事項 
 

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取

り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策をとるよう努

めてください。本装置に添付されている安全上の警告の翻訳を参照するには、各警告のス

テートメント番号を使用してください。 
 

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告 必ず、取り付け手順を読んでから、システムを電源に接続してください。

警告 この製品を廃棄処分する際には、日本国の法律および地方自治体の条例または規則に従っ

てください。

警告 雷の発生中は、システムでの作業、またはケーブルの接続や取り外しを行わないでくださ

い。
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警告 感電事故を防ぐために、安全超低電圧（SELV）回路を電話網電圧（TNV）回路に接続し
ないでください。LAN ポートには SELV 回路があり、WAN ポートには TNV 回路があり      
ます。一部の LAN ポートと WAN ポートはいずれも、RJ-45 コネクタを使用しています。     
ケーブルを接続する場合には、注意してください。

警告 電話機のハンドセットは、ピンや止め金などの小さな磁性体を引き寄せる可能性のある磁

場を発生させます。事故防止のため、そうした磁性体を扱うような場所にはハンドセット

を置かないでください。

外付け電源装置の使用

次の警告は、Cisco IP Video Phone 7985G を外付け電源装置と使用する場合に適用されます。

警告 この製品は、設置する建物に短絡（過電流）保護機構が敷設されていることが前提になっ

ています。各相導体（すべての通電導体）に 120 VAC、15A（日本および米国）、または  
240 VAC、10A（前記以外の国）以下のヒューズ、または回路ブレーカーが使用されてい 
ることを確認してください。

警告 この装置は、TN 電源システムを使用して動作するように設計されています。

警告 プラグとソケットは常に手を伸ばして利用できる状態にしておく必要があります。これ

は、プラグとソケットが主要な切断装置であるためです。

注意 この製品では、シスコが指定する電源装置だけを使用してください。
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Cisco IP Phone での外部デバイスの使用

次の情報は、Cisco IP Video Phone で外部デバイスを使用する場合に適用されます。

シスコでは、不要な Radio Frequency（RF; 無線周波数）および Audio Frequency（AF; 可聴周波数）が遮      
蔽された高品質の外部デバイス（ヘッドセットなど）の使用を推奨しています。

これらのデバイスの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、雑

音が入ることもあります。その場合は、次のいずれかの方法で対処してください。

 • RF または AF の信号源から外部デバイスを離す。

 • RF または AF の信号源から外部デバイスのケーブルの経路を離す。

 • 外部デバイス用に遮蔽されたケーブルを使用するか、遮蔽およびコネクタが高品質のケーブルを使

用する。

 • 外部デバイスのケーブルを短くする。

 • 外部デバイスのケーブルに、フェライトまたは同様のデバイスを適用する。

シスコでは、外部デバイス、ケーブル、コネクタの品質については制御できないため、システム パ 
フォーマンスを保証することはできません。良品質のケーブルおよびコネクタを使用して適切なデバ

イスを接続すると、十分なシステム パフォーマンスを得られます。 

注意 欧州連合諸国では、EMC Directive［89/336/EC］に完全に準拠した外部ヘッドセットだけ 
を使用してください。

アクセシビリティ
アクセシビリティ機能のリストおよび本書の利用しやすい形式は、申し込みにより入手可能です。

日本語化マニュアルと URL
このマニュアルには、日本語化されたマニュアル名と英語版 URL が併記された箇所があります。日本  
語版マニュアルを参照する場合は、次の URL にアクセスしてください。

http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/index_ipt.shtml

http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/index_ipt.shtml
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ビデオ電話機の接続

通常は、システム管理者が新しい Cisco IP Video Phone 7985G を企業 IP ネットワークに接続します。そ        
れ以外の場合は、次の図および表を参照して、電話機を接続してください。

図 1 Cisco IP Video Phone 7985G のケーブルの接続

1 ハンドセットのプラグ 4 ネットワーク ケーブル、SW ポート（10/100 SW）
2 ヘッドセットのプラグ 5 ネットワーク ケーブル、PC ポート（10/100 PC）
3 電源ケーブル、48V DC
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ハンドセット ブラケットの取り付け

ステップ 1 図に示されているように、ハンドセット ブラケットを溝に差し込みます。溝にしっかり 
と押し込んでください。

ステップ 2 ビデオ電話機の下面にハンドセット ケーブルを接続します。

ステップ 3 システムをまっすぐに立て、所定の場所にハンドセットを置きます。 ハンドセットは、磁 
石によって適切な位置で支えられます。

図 2 Cisco IP Video Phone 7985G のハンドセット ブラケット
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ビデオ電話機の概要

Cisco IP Video Phone 7985G は、ご使用のコンピュータが使用しているデータ ネットワークを介して、      
業務用の優れたビデオ映像を提供します。7985G は、個別の職場環境に対応するように設計されている 
ので、電話コールのように簡単にビデオ会議を実施できます。ビデオ電話機は、Cisco IP Phone と同じ   
ソフトキーの機能と特徴を備えています。したがって、ビデオ電話機では、コールの発信、受信、保

留、転送、会議コールの開設などが可能であり、さらに発信者の映像も見ることができるという利点

があります。

設計上の特徴は次のとおりです。

 • あらゆる職場環境において、個人のビデオ映像に対応できるように設計された一体化システム

 • 8.4 インチの統合 LCD

 • 人間工学的に配慮されたカメラとスクリーンの適切な配置

 • 音声コールとビデオ コールの両方に対応する統合キーパッド

 • ビデオ電話機を簡単に制御できるソフトキー

 • ハンドセット、スピーカフォン、およびヘッドセットのジャック

 • ネットワークのデータとサービスへのアクセス

 • ユーザ オプション Web ページからのオンライン制御（コンピュータで Web ブラウザを使用して電     
話機の機能をカスタマイズします）

 • 包括的なオンライン ヘルプ システム（役に立つヒント、説明、および操作手順を電話機から直接  
入手します）

この後の各項で、ビデオ電話機の外観およびビデオ電話機との相互の通話に関するヒントについて説

明します。今までに、他の Cisco IP Phone を使用していた場合でも、Cisco IP Video Phone 7985G で提供         
される新機能について調べる際には、これらの情報が役立ちます。
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ボタンとハードウェア
Cisco IP Video Phone 7985G は、次のハードウェア機能を備えています。

 • スピーカフォン モードまたはヘッドセット モードのサポート

 • 電話機の機能にアクセスする 5 つのソフトキー ボタン

 • メッセージ、ディレクトリ、サービス、および設定に簡単にアクセスする 4 つの機能ボタン

 • 組み込みのオンライン ヘルプにワンタッチでアクセスするボタン

 • ビデオ専用のボタン（表示、明るさ、セルフ ビュー、および子画面（PiP））

 • ビデオ電話機の回線を表示するボタン

詳細については、次の図および表を参照してください。



ビデオ電話機の概要

Cisco IP Video Phone 7985G 電話ガイド 9

図 3 Cisco IP Video Phone 7985G の外観

1 カメラ カメラの傾きと焦点は手動で調節できます。焦点を合せるには、レンズを回し

ます。カメラを傾けるには、レンズの右側にあるホイールを使用して傾きの角

度を手動で調節します。

ヒント 自分のビデオ映像を表示するには、最初にセルフ ビュー ボタンを  
押します。 

2 マイクロフォン 電話機にはマイクロフォンが付属しており、電話機の上部に設置されています。

3 LCD モニタ 電話機には 8.4 インチの LCD モニタが付属しています。
4 ハンドセット Cisco IP Video Phone 7985G にはハンドセットが付属しており、磁石によって適     

切な位置で支えられます。

5 スピーカ 電話機にはスピーカが付属しており、キーパッドとスクリーンの間に設置され

ています。

6 カメラのレンズ

キャップの装着

電話機を使用していないときにレンズをカバーするには、電話機の背面に設置

されているカメラのレンズ キャップを使用します。カメラのレンズ キャップは  
レンズを保護するだけでなく、誤って自分のビデオ映像を送信してしまうこと

を防止します。

7 キーパッド キーパッドには、システムの制御に必要なキーがすべて含まれています。
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図 4 Cisco IP Video Phone 7985G のキーパッド

1 回線ボタン 回線メニューのオン /オフを切り替えます。回線メニューでは、電話機
で使用できる回線が表示され、回線の変更が可能です。また、短縮ダイ

ヤルを設定していれば、それも回線メニューに表示されます。

2 通知ランプ 着信コールがあった時、またはボイスメールを受信した時に点滅しま

す。

3 表示ボタン メニューのオン /オフを切り替えます。

4 明るさボタン モニタの明るさを調節します。P. 41 の「モニタの明るさのカスタマイ  
ズ」を参照してください。

5 ソフトキー スクリーン上の対応するソフトキーに表示されている機能を有効にし

ます。

6 セルフ ビュー ボタン ビデオ映像を着信ビデオから発信ビデオに切り替えます。P. 26 の「発信  
ビデオ映像の表示」を参照してください。
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7 子画面 

（Picture in Picture）
発信ビデオを子画面に表示します。子画面（PiP）ボタンを 1 回押すと、  
PiP が右上隅に表示されます。続けて子画面ボタンを押すと、映像がス 
クリーンの他の 3 つの隅に移動し、最後は非表示になります。P. 26 の    
「発信ビデオ映像の表示」を参照してください。

8 ヘルプ ボタン ヘルプ メニューをアクティブにします。P. 19 の「電話機に関するヘル   
プの表示」を参照してください。

9 番号と文字のボタン 電話番号のダイヤル、文字の入力、およびメニュー項目の選択に使用し

ます。メニュー項目の選択には、番号キーも使用できます。

10 キャンセル ボタン 戻ることができます。入力フィールドでデータを削除するには、キャン

セル ボタンを使用します。

11 ヘッドセット ボタン ヘッドセット モードのオン /オフを切り替えます。

12 ナビゲーション ボタン メニューのスクロールや項目の強調表示に使用します。このボタンをソ

フトキーと組み合せて使用すると、強調表示された項目をアクティブに

することができます。右矢印と左矢印を使用してテキスト フィールドを 
移動し、そのフィールドを編集することができます。

中央のボタンで、メニュー項目をアクティブにすることができます。ま

た、このボタンをヘルプ ボタンと一緒に使用すると、メニュー項目に関 
する状況依存ヘルプが表示されます。

13 スピーカ ボタン スピーカフォン モードのオン /オフを切り替えます。

14 メッセージ ボタン メッセージ メニューのオン /オフを切り替えます。

15 サービス ボタン サービス メニューのオン / オフを切り替えます。サービス メニューで  
は、割り当てられたサービスや登録済みのサービスなどの電話機サービ

スにアクセスできます。

16 ミュート ミュート機能のオン/オフを切り替えます。ミュートがアクティブになっ
ている場合、相手の発信者にはビデオ映像は見えますが、音声は聞こえ

ません。

17 音量ボタン 音量を調節します。P. 40 の「音量の調節」を参照してください。
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18 ビデオ ミュート ビデオ ミュート機能のオン /オフを切り替えます。ビデオ ミュートがア  
クティブになっている場合、相手の発信者にはビデオ映像は見えませ

ん。

19 設定ボタン 設定メニューのオン /オフを切り替えます。P. 40 の「電話機の設定のカ  
スタマイズ」を参照してください。

20 ディレクトリ ボタン ディレクトリ メニューのオン / オフを切り替えます。ディレクトリ メ  
ニューでは、履歴（不在、着信、および発信）と社内ディレクトリが表

示されます。P. 44 の「ボイス メッセージ、履歴、およびディレクトリ   
の使用」を参照してください。
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スクリーン レイアウト
次の例は、アクティブなビデオ コールでメイン スクリーンがどのように見えるかを示しています。メ  
ニューは、スクリーン上のビデオ映像の前面に半透明の層として表示されます。メニューのオン /オフ
を切り替えるには、 （表示ボタン）を押します。

図 5 Cisco IP Video Phone 7985G のスクリーン レイアウト

1 ID 発信者の ID または着信者の ID（システムの名前）を表示します。
2 通話時間 通話時間を表示します。

3 プライマリ回線 プライマリの番号またはオフィスの内線番号を表示します。

4 コールの概要 現在アクティブになっている回線およびその回線に割り当てられている設

定済みの電話番号を表示します。アイコンは、コールの状態を示しています。

P. 14 の「コール処理とナビゲーションのヒント」を参照してください。 
5 ビデオ映像 着信ビデオ映像を表示します。発信ビデオ映像を表示するには、セルフ

ビュー ボタンを押します。
6 コール アクティビ 
ティ

各回線の現在のコール（発信者 ID、コールの状態、および通話時間）を表示 
します。

7 ソフトキーのラベ

ル

ソフトキーの機能を表示します。ソフトキーをアクティブにするには、

（ソフトキー ボタン）を押します。 
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コール処理とナビゲーションのヒント
このガイドラインは、Cisco IP Video Phone でのコールの処理、およびメニューのナビゲートに役立ち    
ます。

利用可能な機能について

利用可能な機能とサービスおよびそれらの設定方法は、社内の電話機サポート チームが決定します。 
このため、このビデオ電話ガイドに記載されている機能の一部がご使用の電話機システムで利用でき

ない、または動作が異なる場合があります。利用可能な機能について確認する場合は、社内のサポー

ト デスクまたはシステム管理者にお問い合せください。

オンフックとオフフック

電話機がオンフックかオフフックかによって、電話機の作業や操作手順が異なることがあります。

 • オンフック：電話機のハンドセットが受け台に置かれている状態。アクティブになっているコール

はなく、アクティブなダイヤル トーンも聞こえません。電話機には、オンフック ダイヤル、つま  
り電話番号を入力または選択してからコールをアクティブにできる機能が備わっています。

 • オフフック：電話機のハンドセットが受け台から取り上げられているか、スピーカフォンがアク

ティブになっている状態、あるいは、その他の方法によって（コールを発信するための）ダイヤル

トーンが聞こえているか、着信コールに応答できる状態です。

回線とコールの違いについて

電話機の回線とコールを混同しないようにしてください。混同しないために、次の説明を参考（ヒン

ト）にしてください。

回線

電話機は、システム管理者がプログラマブル ボタンを設定した方法に応じて、最大 2 つの回線または   
内線番号をサポートできます。回線の数を確認するには、回線ボタンを押して回線メニューを開きま

す。回線と内線番号の数は同じです。

各回線は、電話機の設定に応じて、一定数のコールをサポートできます。デフォルトでは、各回線は

最大 4 つのコールをサポートできますが、システム管理者は必要に応じてこの数を調整できます。こ  
のため、電話機には 1 回線しかない場合でも、複数のコールを処理していることがあります。
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コール

各電話機は、回線の数にかかわらず、最大 100 コールをサポートします。1 回線の場合、システム管理   
者は、その 1 回線で 100 コールまでサポートするように電話機を設定できます。あるいは、2 回線の場     
合は、各回線で 50 コールをサポートすることで、最大 100 コールをサポートできます。

コールには、さまざまな状態があります。それらの状態は、コール アクティビティ領域の特別なアイ 
コンで示されます。アクティブとなり得るコールは常に 1 つに限定されます。アクティブなコールと  
は、接続コールまたは進行中のコール（電話番号のダイヤル中または発信コールの呼出音が鳴ってい

る状態のコール）のことです。その他のコールは、呼び出し中、保留、またはリモートで使用中（共

有回線の場合）の状態になります。

アイコン コールの状態 説明

接続コール 通信相手に現在接続中のアクティブなコールのタイプ。電話機の機能の多

くは、接続コールを必要とします。

オフフック 電話番号のダイヤル中または発信コールの呼出音が鳴っている状態のア

クティブなコールのタイプ。まだ通話相手に接続されていません。詳細に

ついては、P. 21 の「ビデオ コールの発信」を参照してください。

オンフック この回線のコール アクティビティはありません。オンフック ダイヤル機  
能を使用している場合でも、オフフックにするまでは進行中のコールにな

りません。詳細については、P. 21 の「ビデオ コールの発信」を参照して   
ください。

呼び出し中 いずれかの回線で着信コールの呼出音が鳴っています。詳細については、

P. 21 の「ビデオ コールの発信」を参照してください。

コールの保留 コールが保留になっています。詳細については、P. 25 の「コールの保留  
と復帰」を参照してください。

共有回線 共有回線の別の電話機に、アクティブな接続コールがあります。詳細につ

いては、P. 34 の「共有回線について」を参照してください。
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コールの選択

電話機の機能の多くは、その機能の対象となるコールが選択されていることを前提にしています。た

とえば、保留中のコールが 15 あるうち、4 コールだけを会議コールに参加させるとします（デフォル   
トでは、参加者の最大数は 4 です）。このような場合は、会議コールに追加するコールだけを選択して  
から、機能を有効にします。

目的 操作

コールを強調表示す

る

ナビゲーションボタンを使用して、コールのリストをスクロールします。

コールを選択する 接続コールまたは保留状態のコールを強調表示し、Select を押します。選択さ 
れたコールの横に、 （チェック マーク）が表示されます。 

選択したコールを確

認する

ナビゲーションボタンを使用して、コールのリストをスクロールします。選

択されたコールは （チェック マーク）で示され、コールのリストでまとめ 
て表示されます。 
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コールの切り替え

電話機は、システム管理者が電話機システムを設定した方法に応じて、各回線で複数のコールをサポー

トできます。次に示すヒントは、1 本または複数の回線でコールを切り替えるときに役立ちます。

ヒント

 • アクティブとなり得るコールは常に 1 つに限定されるので、他のコールは自動的に保留状態になり  
ます。

 • 同じ回線に複数のコールがある場合は、優先順位が最も高く、通話時間の最も長いコールがコール

のリストの先頭に表示されます。

 • 同じタイプのコールは、コールのリストでまとめて表示されます。たとえば、相互に通話したコー

ルは先頭付近にまとめて表示されます。次に、選択されたすべてのコールがまとめて表示されま

す。最後に、まだ応答していないコールまたは他の方法で相互に通話したコールが末尾にまとめて

表示されます。

目的 操作

特定の回線における現在の

コールを表示する

（回線ボタン）を押し、回線を選択します。コール アクティビ 
ティ領域に、その回線における現在のコールの情報が表示されます。

別の回線に切り替えると、最初の回線における接続コールはすべて自

動的に保留状態になります。 

同じ回線のコールを切り替え

る

切り替え先のコールを強調表示し、Resume を押します。 

異なる回線のコールを切り替

える

（回線ボタン）を押し、回線を選択します。コールを選択し、

Resume を押します

接続コールから切り替えて呼

び出し中のコールに応答する

Answer を押して新しいコールに応答し、最初のコールを自動的に保 
留状態にします。 

コールの概要を表示する （回線ボタン）を押して、各回線の最初のコールの概要を表示

します。
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機能メニューの使用

テキストの入力と編集

目的 操作

機能メニューを開く 次の機能ボタンを押します。

メッセージ

サービス

ヘルプ

ディレクトリ

設定

リストまたはメニューをス

クロールする

ナビゲーション ボタンを押します。

機能メニューの 1 つ前のレ  
ベルに戻る

Exit を押します。このとき、メニューの最上位レベルで Exit を押すと、   
メニューが閉じます。

機能メニューを閉じる 機能ボタンを押します（機能メニューだけが表示されている場合）。ま

たは、メニューが閉じるまで Exit を何度か押します。

目的 操作

スクリーンで文字を入力す

る

キーパッドで該当する番号を何度か押して文字を選択します。休止す

ると、カーソルが自動的に先へ移動し、次の文字を入力できる状態に

なります。テキスト フィールド内を移動するには、右または左のナビ 
ゲーション ボタンを使用します。

大文字を入力する 大文字を入力するには、a/A とラベルされたボタンを押します。

入力した文字を削除するか、

またはカーソルの位置を移

動する

文字や数字を 1 つ削除するには、<< または Delete を押します。>> を      
押すと、カーソルが右に移動します。文字の削除には、キャンセル ボ 
タンも使用できます。
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電話機に関するヘルプの表示
Cisco IP Video Phone には、包括的なオンライン ヘルプ システムが備わっています。ヘルプの項目はス      
クリーンに表示されます。次の表に詳細を示します。

目的 操作

メイン メニューを表示する 電話機の （ヘルプ ボタン）を押し、メニューが表示されるまで数 
秒待ちます。ヘルプがすでに表示されている場合は、Main を押します。

メイン メニューから、次の項目を選択します。

 • About Your Cisco IP Phone：ご使用の電話機のモデルに関する詳細    
な説明

 • How do I...?：よく使用される電話機のタスクに関する手順や情報

 • Calling Features：会議や転送などのコール機能に関する説明や手順

 • Help：ヘルプの使用やアクセスに関するヒント

ボタンやソフトキーを確認

する

（ヘルプ ボタン）を押してから、すばやくボタンまたはソフトキー 
を押します。

メニュー項目を確認する メニュー項目を強調表示して （ヘルプ ボタン）をすばやく 2 回押    
します。

Help を使用してヘルプを表 
示する

（ヘルプ ボタン）を押します。1 ～ 2 秒待ってから Main を押し、      
メイン メニューから Help を選択します。
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基本的なコール処理

この章では、コールの発信、応答、転送、および会議コールなど、基本的なコール処理のタスクにつ

いて説明します。これらのタスクを実行するために使用する標準機能は、ほとんどの電話機システム

で利用できます。

ビデオ コールを発信する前に
ビデオ コールを発信する前に、自分がカメラの撮影範囲に入っていること、および照明の状態が良好 
であることを確認してください。

目的 操作

自分のビデオ映像を表示する カメラからレンズ キャップを外します。自分のビデオ映像を表示する 
には、事前に （セルフ ビュー ボタン）を押します。 

カメラを調節する カメラの傾きと焦点は手動で調節できます。傾きを調節するには、カ

メラを上下に傾けます。焦点を合せるには、カメラのレンズを回しま

す。

カメラの明るさを調節する 明るさを調節するには、 （明るさボタン）を押します。 
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ビデオ コールの発信 
別のビデオ電話機にコールを発信する場合、そのコールは自動的にビデオ コールとして設定され、接 
続と同時に着信者のビデオ映像がスクリーンに表示されます。ビデオ コールを発信するには、いくつ 
かのオプションのいずれかを使用して、番号をダイヤルする前または後にオフフックにします。

目的 操作

オフフックでダイヤルする ハンドセットを受け台から取り上げると、コール メニューが表示されま 
す。ビデオ番号または電話番号をダイヤルし、コールが接続されるのを

待ちます。

オンフックでダイヤルする

（ダイヤル トーンなし）
番号キーでビデオ番号または電話番号を入力します。

その後、コールを発信するために、次のいずれかの操作を実行してオフ

フックにします。

 • ハンドセットを取り上る。

 • （スピーカ ボタン）または （ヘッドセット ボタン）を   
押す。

 • Dial を押す。

スピーカフォンを使用して

ダイヤルする

New Call を押し、ビデオ番号または電話番号を入力します。あるいは、  
ダイヤル、リダイヤル、または短縮ダイヤルの操作を行う前または後に、

（スピーカ ボタン）を押してもかまいません。

ハンドセットが受け台に置かれていて、 （ヘッドセット ボタン） 
が点灯していないときに電話番号をダイヤルすると、通常はスピーカ

フォン モードが自動的に有効になります。Redial を押した場合や短縮ダ  
イヤルを使用した場合も同様です。

最後にダイヤルした電話番

号にリダイヤルする

Redial を押します。別の回線を使用するには、 （回線ボタン）を押 

し、回線を選択した後に Redial を押します。

履歴からダイヤルする （ディレクトリ ボタン）> Missed Calls、Received Calls、または    
Placed Calls を選択します。リストからダイヤルするには、その番号を  
押すかまたはスクロールして選択し、オフフックにします。

ダイヤルする前にプレフィックスやその他の数字を番号に追加するに

は、EditDial を押します。
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ヒント

電話番号を間違って入力した場合は、<< またはキャンセル ボタンを押して数値を消去します。番号内  
を移動するには、右または左のナビゲーション ボタンを使用します。ダイヤル操作を中止するには、 
Cancel を押します。

電話機の社内ディレクトリ

からダイヤルする

（ディレクトリ ボタン）> Corporate Directory を選択します（名    
前は異なる場合があります）。キーパッドで文字を入力して、リストを

検索します。名前の一部でも検索できます。リストからダイヤルするに

は、その番号を押すかまたはスクロールして選択し、オフフックにしま

す。

別のコールがアクティブな

ときにコールを発信する

Hold を押します。次に、New Call を押します。その後に、ダイヤル、リ   
ダイヤル、または短縮ダイヤルの操作を行います。 

ヘッドセットを使用してダ

イヤルする

次のいずれかの操作を実行します。

 • （ヘッドセット ボタン）が点灯していない場合は、ダイヤル、 
リダイヤル、または短縮ダイヤルの操作を行う前または後にヘッド

セット ボタンを押します。

 • （ヘッドセット ボタン）が点灯している場合は、New Call、  
Redial を押します。必要に応じて電話番号を入力します。 

話し中または呼び出し中の

内線が応対可能になったと

きに通知を受信する

電話番号にコールし、ビジー音または呼出音が聞こえているときに

CallBack を押します。切断します。内線が応対可能になると、電話機に 
メッセージが表示されます。この電話番号へのコールバックは自動的に

行われないため、コールを発信する必要があります。コールバックは特

別な機能のため、システム管理者に設定を依頼します。 

セカンダリ回線でダイヤル

する

アクティブ回線は、ビデオ スクリーンの上部に示されます。番号をダイ 
ヤルする前に、 （回線ボタン）を押し、使用する回線を選択します。  

短縮ダイヤルを使用してダ

イヤルする

（回線ボタン）を押し、短縮ダイヤルを選択します。選択された

短縮ダイヤルに電話機からコールが発信されます。詳細については、

P. 42 の「短縮ダイヤル番号の設定」を参照してください。

プライオリティ 

（Precedence）コールを発信
する

電話番号の前に、システム管理者から提供された MLPP アクセス番号を  
入力します。詳細については、P. 37 の「重要なコールの優先順位付け」  
を参照してください。

目的 操作
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ビデオ コールへの応答
電話コールに応答するのと同じ方法でビデオ コールに応答し、オフフックにします。次の表に詳細を 
示します。

目的 操作

ハンドセットを使用していると

きに応答する

ハンドセットを受け台から取り上げて着信コールに応答します。

ヘッドセットを使用していると

きに応答する

（ヘッドセット ボタン）が点灯していない場合は、ヘッド 
セット ボタンを押します。 

（ヘッドセット ボタン）がすでに点灯している場合は、 
Answer を押します。

スピーカフォンで応答する （スピーカ ボタン）、Answer を押します。 

接続コールから切り替えて呼び

出し中のコールに応答する

Answer を押します。この操作により、新しいコールへの応答と、最 
初のコールの保留が自動的に行われます。詳細については、P. 25 の  
「コールの保留と復帰」を参照してください。

呼出音が 1 ～ 2 回鳴った後で着    
信コールを自動的に接続するよ

うに電話機を設定する

自動応答機能の設定をシステム管理者に依頼します。詳細について

は、P. 39 の「ヘッドセットまたはスピーカフォン使用時の自動応  
答」を参照してください。

別の電話機（会議室の電話機な

ど）で保留状態になっている

コールを自分で取得するか、ま

たは他の人が取得できるように

する

コール パークを使用します。P. 33 の「パークされているコールの   
保存と取得」を参照してください。

自分の電話機を使用して別の電

話機で鳴っているコールに応答

する

コール ピックアップを使用します。P. 33 の「呼び出し中のコール   
を自分の電話機にリダイレクトする」を参照してください。

プライオリティ コールに応答 
する

現在のコールを切断して Answer を押します。P. 37 の「重要なコー    
ルの優先順位付け」を参照してください。

着信コールをボイス メッセー 
ジ システムに直接送信する

iDivert を押します。着信コールがボイス メッセージ グリーティン   
グに自動転送されます。
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ビデオ コールの終了
電話コールを終了するのと同じ方法でビデオ コールに終了し、切断します。次の表に詳細を示します。

電話コール
電話番号をダイヤルすると、そのコールは自動的に電話コールとして設定されます。電話コールを発

信するには、ビデオ コールに関する説明（P. 21 の「ビデオ コールの発信」を参照）と同じオプション    
のいずれかを使用して、番号をダイヤルする前または後にオフフックにします。

目的 操作

ハンドセットを使用していると

きに切断する

ハンドセットを受け台に戻すか、EndCall を押します。

ヘッドセットを使用していると

きに切断する

（ヘッドセット ボタン）が点灯している場合は、ヘッドセッ 
ト ボタンを押します。ヘッドセット モードをアクティブにしてお  
く場合は、EndCall を押します。切断した後もボタンが点灯した状 
態になります。

スピーカフォンを使用している

ときに切断する

（ヘッドセット ボタン）または EndCall を押します。

複数のコールがある場合に 1 つ  
のコールだけを切断する

EndCall を押します。必要に応じて、コールの保留を解除しておき 
ます。
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コールの保留と復帰
アクティブとなり得るコールは常に 1 つに限定されるので、他のコールはすべて自動的に保留状態に  
なります。

ヒント

コールが保留状態になっているとき、通常は音楽やビープ音が流れます。そのため、会議コールは保

留にしないでください。

目的 操作

コールを保留にする 保留状態にするコールが強調表示されていることを確認し、Hold を 
押します。 

コールの保留を解除する 保留を解除するコールが強調表示されていることを確認し、Resume
を押します。 

複数の回線で複数のコールが

保留状態になっている場合

に、そのうちのいずれかの

コールの保留を解除する

（回線ボタン）を押し、復帰するコールが存在する回線を選択

します。必要に応じて、保留を解除するコールが強調表示されている

ことを確認し、Resume を押します。
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発信ビデオ映像の表示
自分の発信ビデオ映像（自分自身の映像）を表示するには、セルフ ビューまたは子画面（PiP）を使用 
します。セルフ ビューでは、発信映像はフル スクリーンで表示されます。子画面（PiP）では、発信映  
像は子画面に表示されます。また、コール中に着信映像が大きい方の画面に表示されるため、着信映

像と発信映像の両方を表示できます。セルフ ビューと子画面（PiP）は、コール中でない場合およびビ 
デオ コール中の場合のどちらでも使用できます。

ビデオまたは音声のミュート機能
ミュートを使用すると、ハンドセット、ヘッドセット、スピーカフォン、および外部マイクロフォン

へのビデオ入力や音声入力が無効になります。ビデオ ミュートがオンになっている場合、コールの通 
信相手の映像は見えますが、自分の映像は通信相手に見えません。音声ミュートがオンになっている

場合、コールの通信相手の音声は聞こえますが、自分の音声は通信相手に聞こえません。ビデオ ミュー 
ト ボタンとミュート ボタンは、オフにしない限り、オンの状態が維持されます。

目的 操作

発信映像をフル スクリーンで 
表示する

（セルフ ビュー ボタン）を押します。もとに戻すには、もう  
一度 （セルフ ビュー ボタン）を押してます。 

発信映像を子画面に表示する （子画面ボタン）を押します。 

子画面（PiP）をスクリーンの
別の隅に移動する

子画面（PiP）をスクリーンの他の 3 つの隅に移動するには、続けて  
（子画面ボタン）を押します。 

子画面（PiP）を非表示にする （子画面ボタン）を 4 回押したときに、子画面（PiP）が消えます。 

目的 操作

ビデオ ミュートをオンにする （ビデオ ミュート ボタン）を押します。  

ビデオ ミュートをオフにする （ビデオ ミュート ボタン）を押します。 

音声ミュートをオンにする （ミュート ボタン）を押します。 

音声ミュートをオフにする （ミュート ボタン）を押します。 
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接続コールの転送
接続コールは転送によってリダイレクトされます。転送先は、コールの転送先となる電話番号です。

ヒント

 • 保留状態のコールを転送できるのは、直接転送を使用する場合だけです。したがって、直接転送を

使用しない場合は、Resume を押して、選択したコールの保留を解除してから転送します。

 • コールを転送する際には、すべてのコールが同一の回線に存在することを確認してください。

目的 操作

転送先の相手と会話せずに

コールを転送する

接続コール中に、Transfer を押し、転送先の電話番号を入力します。 
コールの呼出音が鳴ったときに、もう一度 Transfer を押します。

転送先の相手と会話してか

らコールを転送する（「打診

転送」）

接続コール中に、Transfer を押し、転送先の電話番号を入力します。相 
手が応答するのを待ちます。相手がコールの転送を承諾した場合は、も

う一度 Transfer を押します。相手がコールの転送を拒否した場合は、  
Resume を押して元のコールに戻ります。

現在の 2 つのコールを相互  
に転送する（「直接転送」）

その回線における任意のコールをスクロールして強調表示し、Select を 
押します。2 番目のコールに対しても同じ処理を行います。選択した 
コールの 1 つが強調表示されている状態で DirTrfr を押します（必要に    
応じて、最初に more ソフトキーを押します）。2 つのコールが相互に接   
続され、自分のコールは終了されます。 

発信者との通信を継続する場合は、代わりに Join を使用して会議を作  
成します。詳細については、P. 28 の「会議コールの発信」を参照して  
ください。
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会議コールの発信
会議コールでは、1 つのコールに 3 名以上が同時に参加できます。Cisco IP Video Phone は、必要性と電       
話機の設定に応じて、いくつかのタイプの会議コールをサポートします。次のソフトキーによって、電

話機で利用可能な機能が識別されます。

 • Confrn：このソフトキーは、各参加者に個別にコールを発信することによって標準の会議を開催
するときに使用します。標準の会議コールは、ほとんどの電話機で利用可能なデフォルトの機能で

す。

 • Join：このソフトキーは、すでに 1 つの回線にある複数のコールの間で標準の会議コールを開催す  
るときに使用します。

 • cBarge：このソフトキーは、共有回線で標準の会議コールを開催するときに使用します。このオプ
ション機能は、共有回線だけで利用可能であり、システム管理者に設定を依頼する必要があります。

 • Meet-Me：このソフトキーは、指定の時間に参加者が既定の番号にコールする必要のある会議（設
定によって異なりますが、参加者数は最大 100 名です）を開催するときに使用します。このオプ  
ション機能は、システム管理者に設定を依頼する必要があります。

標準の会議の開催と参加

標準の会議では、1 つのコールに 3 名以上が参加できます。会議は、システム管理者が電話機を設定し   
た方法に応じて、音声会議またはビデオ会議として設定されます。システム管理者は、表示される

ビューの種類も設定します。VidMode ソフトキーを使用すると、ユーザは会議の音声起動型表示と連 
続的参加者表示を切り替えることができます。音声起動型表示では、発言中の人がフル スクリーンで 
表示されます。連続的参加者表示では、すべての参加者が同時にスクリーンに表示されます。

目的 操作

現在の発信者を標準の会議の

参加者として追加する

1 つの回線に 2 つ以上のコールがあるとき、その回線で任意のコール   
をスクロールして強調表示し、Select を押します。会議に追加するす 
べてのコールについて、それぞれ同じ処理を行います。選択したコー

ルのいずれかで、Join を押します（必要に応じて、最初に more ソフ   
トキーを押します）。選択したコールが自動的に会議に追加されます。

選択したコールはすべて同一の回線に存在する必要があります。 

参加者にコールを発信して標

準の会議コールを開催する

接続コール中に、別の発信者をコールに追加するには、Confrn を押 
します（必要に応じて、最初に more ソフトキーを押します）。会議  
の参加者の電話番号を入力します。コールが接続され、会議の参加者

と会話した後、Confrn をもう一度押して、この発信者をコールに追 
加します。この手順に従って、各参加者を追加していきます。
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ヒント

 • 標準の会議に参加するには、すべてのコールが同一の回線に存在する必要があります。すべての

コールが同一の回線に存在していない場合は、コールを同一の回線に転送してから会議に追加しま

す。

 • Join の使用を試みたとき、「No Participant Info」というエラー メッセージが表示された場合は、ア    
クティブなコールの他に少なくとも 1 つのコールを選択していることを確認してください（アク  
ティブなコールは自動的に選択されます）。

標準の会議への参加 呼出音が鳴ったら電話機に応答します。標準の会議コールに参加する

場合、特別な操作は何も必要ありません。

共有回線を使用して標準の会

議コールを開催する

共有回線でコール（リモートで使用中）を強調表示し、cBarge を押 
します（必要に応じて、最初に more ソフトキーを押します）。詳細  
については、P. 34 の「共有回線について」を参照してください。

会議の参加者のリストを表示

する

アクティブな会議を強調表示し、ConfList を押します。会議に参加し 
た順序に従って、参加者がリストに表示されます。最後に追加された

参加者がリストの先頭になります。

会議の参加者のリストを更新

する

会議の参加者のリストを表示している状態で、Update を押します。

会議の開催者を確認する 会議の参加者のリストを表示している状態で、リストの末尾までスク

ロールして、会議の開催者（名前の横にアスタリスク（*）の付いた
人物）を検索します。

会議の任意の参加者を削除す

る

参加者の名前を強調表示し、Remove を押します。参加者を削除でき 
るのは、会議コールの開催者だけです。

会議に最後に追加された参加

者を削除する

会議の参加者のリストで、先頭にある参加者の名前を強調表示し、

Remove を押します。会議に最後に追加された参加者は、常にリスト 
の先頭に表示されます。会議の参加者のリストを表示していない場合

は、RmLstC を押すだけです。参加者を削除できるのは、会議コール 
の開催者だけです。

標準の会議の終了 切断するか、または EndCall を押します。 

切断しても会議が終了しない場合もあることに注意してください。

CallManager は Drop Ad Hoc Conference サービス パラメータ（デフォ       
ルトは Never）に従って終了を指示しますが、管理者がこのパラメー 
タを「When Conference Creator Drops Out」または「When No OnNet      
Parties Remain In The Conference」に設定していることがあります。

目的 操作
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ミートミー会議コールの開催または参加

標準の会議では、会議の開催者が参加者にコールする必要があります。これに対して、ミートミー会

議コールでは、指定の時間に参加者がミートミー会議番号をダイヤルして会議コールに参加できます。

ミートミー会議コールのオプションは特別な機能のため、システム管理者に設定を依頼します。

目的 操作

ミートミー会議を開催する 利用可能な場合は、Meet-Me を押します（必要に応じて、最初に more  
ソフトキーを押します）。システム管理者から提供されたミートミー会

議番号をダイヤルするか、またはヘルプ デスクにお問い合せください。

ミートミー会議に参加する 会議の開催者から提供されたミートミー会議番号をダイヤルします。

開催者が会議を開催していなければ、会議には参加できません。

Meet-Me ソフトキーは、開催された会議に参加するためには使用でき 
ません。

ミートミー会議を終了する 切断するか、または EndCall を押します。
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別の電話番号へのコール転送
Call Forward All を使用すると、自分の Cisco IP Video Phone にかかってくる着信コールを別の電話番号      
にリダイレクトできます。Call Forward All は、プライマリ回線だけで使用できます。

（注） Call Forward All の転送先番号は、自分の電話機からダイヤルする場合とまったく同じ番号を入   
力します。たとえば、必要に応じて「9」などのアクセスコードや地域コードを入力します。

ヒント

 • 従来のアナログ電話機や別の IP ビデオ電話機にコールを転送することはできますが、システム管  
理者がコール転送機能を社内の番号に制限している場合があります。

 • この機能は回線ごとに設定する必要があります。コール転送が有効でない回線にコールがかかって

きた場合、通常どおりコールの呼出音が鳴ります。

目的 操作

プライマリ回線のコール転

送を設定する

CFwdALL を押し、転送先の電話番号を入力します。 

プライマリ回線のコール転

送をキャンセルする

CFwdALL を押します。

プライマリ回線のコール転

送が有効になっているかど

うかを確認する

ステータス行と回線のコールの状態を示すアイコンを確認します。

コール転送が有効になっている場合、コールの転送先となる番号を示

すメッセージがステータス行に表示され、 （コール転送アイコン）

がプライマリ回線の上に表示されます。
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応用的なコール処理

応用的なコール処理のタスクには、特別な（標準以外の）機能が伴うため、コール処理の需要や作業

環境に応じて、システム管理者に電話機の設定を依頼します。デフォルトの設定では、通常はこれら

の機能にアクセスできません。
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パークされているコールの保存と取得
コールを「パーク」すると、コールを保存し、Cisco CallManager システムの別の電話機（同僚のデス  
クや会議室の電話機など）でコールを取得できます。コール パークは特別な機能のため、システム管 
理者に設定を依頼します。

（注） パークされているコールを取得するまでの時間は制限されていて、その時間を過ぎると元の電

話機に戻って呼出音が鳴ります。この時間制限については、システム管理者にお問い合せくだ

さい。

呼び出し中のコールを自分の電話機にリダイレクトする
コール ピックアップを使用すると、同僚の電話機で呼び出し中のコールを自分の電話機にリダイレク 
トして、そのコールに応答できます。コール ピックアップは特別な機能のため、コール処理の需要や 
作業環境に応じて、システム管理者に設定を依頼します。たとえば、コール処理を同僚と分担するこ

とが多い場合などに、この機能を使用できます。システム管理者がコール ピックアップ「グループ」 
を定義します。

目的 操作

コール パークを使用してアク 
ティブなコールを保存する

コール中に、Park を押します（必要に応じて、最初に more ソフト   
キーを押します）。電話機にコールが保存されます。電話機のスク

リーンに表示されたコールのパーク番号を書き留めて、切断しま

す。

パークされたコールを取得する ネットワーク内の任意の Cisco IP Video Phone でコールのパーク番     
号を入力し、コールに接続します。

目的 操作

グループ内の内線で鳴っている

コールに応答する

PickUp を押します。コールの呼出音が自分の電話機で鳴ります。 

グループ外の内線で鳴っている

コールに応答する

GPickUp を押します。システム管理者から提供されたコール グルー  
プ ピックアップ コード番号を入力します。コールの呼出音が自分  
の電話機で鳴ります。
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共有回線について
「共有」回線は、システム管理者が提供する場合があります。共有回線機能は、標準の非共有回線には

適用されません。通常、共有回線は主に次の 2 つの用途に適しています。

 • 1 人が複数の電話機に 1 つの共有回線を適用する場合：たとえば、共有回線として内線 23456 をデ     
スクの電話機に適用するとします。また、実験室の電話機にログインすることにより、その電話機

で一時的に自分の内線を共有することもできます。この場合、内線 23456 への着信コールはデスク  
と実験室の両方の電話機で鳴り、いずれの電話機を使用してもコールに応答できます。 

 • 複数の人が 1 つの回線を共有する場合：たとえば、マネージャとアシスタントが回線と内線番号と  
共有しているとします。その内線への着信コールは、両方の電話機で鳴ります。

共有回線でサポートされるコールの最大数について

共有回線を使用したコールは、他の回線を使用したコールと同じように発信できます（詳細について

は、P. 21 の「ビデオ コールの発信」を参照してください）。ただし、システム管理者による共有回線   
の設定によっては、サポートされるコールの数が、回線を共有する同僚と自分との間で異なる場合が

あることに留意してください。したがって、同僚が共有回線で新しいコールを発信できる場合でも、自

分にはできない場合があります。

たとえば、共有回線として内線 78888 があるとします。そして、自分の電話機は、その共有回線で最  
大 4 コールをサポートするように設定されています。一方、同僚は同じ共有回線 78888 で最大 5 コー      
ルをサポートする電話機を持っています。すでに 4 つのアクティブなコールが共有回線に存在してい  
る場合は、自分の電話機からは共有回線を使用して新しいコールを発信できないため、NewCall ソフト 
キーを使用できません。これに対して、同僚は共有回線で 4 コールではなく最大 5 コールをサポート    
する電話機を持っているので、新しいコールを発信できます。

共有回線のコールへの参加

共有回線で開設されたコールに参加するには、2 つのオプションがあります。システム管理者が電話機 
を設定した方法に応じて、通常はこれらのオプションのいずれかを使用できます。

 • Barge：進行中のコールに最小限の中断で参加できます。Barge を使用すると、コールの他の参加者 
に対して自分の存在を知らせるビープ音が鳴ります。割り込みコールに別の発信者を追加すること

はできません。コールを切断すると、他の参加者に切断音が聞こえ、元のコールが続行します。

Cisco IP Phone 7985G からの Barge は可能ですが、Cisco IP Phone 7985G への Barge は不可能です。            
つまり、発信者は 7985G ビデオ電話機に割り込むことはできません。ただし、着信割り込みをサ  
ポートする別のビデオ電話機には割り込むことができます。
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 • cBarge：進行中のコールに参加し、そのコールを標準の会議に切り替えることができます。この処
理によって、標準の会議で使用できる機能が自分とコールの参加者すべてに提供されます（詳細に

ついては、P. 28 の「会議コールの発信」を参照してください）。したがって、別の参加者をコール  
に追加することもできます。cBarge を使用すると、コールの他の参加者にトーンが聞こえ、コー 
ルの短い中断が発生して、スクリーンのコール情報が変更されます。コールを切断しても、3 名以 
上の参加者が残っていれば、そのコールは会議コールとして続行します。

目的 操作

共有回線で同僚がアクティブな

コール中かどうかを確認する

共有回線番号を確認します。回線が別の電話機で使用中の場合は、

リモートで使用中のアイコン （共有回線アイコン）が表示され 

ます。

同僚がプライバシー機能を有効にしている場合は、リモートで使用

中のコールに関する情報は表示されません。 

共有回線における現在のコール

を表示する

（回線ボタン）を押し、回線を選択します。プライベート

コール以外はすべてコール アクティビティ領域に表示されます。

共有回線で進行中のコールに参

加する

スクリーンでコール（リモートで使用中）を強調表示し、Barge を 
押します（必要に応じて、最初に more ソフトキーを押します）。対  
象の共有回線のコールが保留状態になるか、転送されるか、または

会議コールに切り替えられた場合、Barge を使用して参加していた 
コールから切断されます。

リモートで使用中のコールに参

加し、会議コールを開催する

スクリーンでコール（リモートで使用中）を強調表示し、cBarge を 
押します（必要に応じて、最初に more ソフトキーを押します）。
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他人による共有回線のコールの表示および参加の防止

共有回線を使用する場合、プライバシー機能を使用すると、その回線を共有している他人がその回線

のコールを表示したり、それに参加したりするのを防ぐことができます。プライバシー機能が有効か

無効かは、システム管理者が電話機を設定した方法によって決まります。

ヒント

 • 同僚がプライバシー機能を有効にしている場合は、共有回線が表示されていても、使用中であるか

どうかはわかりません。たとえば、同僚が共有回線を使用している場合、通常は、リモートで使用

中のアイコンが自分の電話機に表示されます。しかし、プライバシー機能が有効になっている場合

は、このアイコンが表示されないため、回線が使用中かどうかを示すものは何もありません。

 • 同一の回線を共有する他のすべての電話機でプライバシー機能が有効になっている場合でも、共有

回線を使用して新しいコールを発信できます。しかし、この場合、共有回線を使用して進行中の

コールに参加することはできません。

 • プライバシー機能は、電話機のすべての共有回線に適用されます。その結果、自分の電話機に複数

の共有回線がある状態でプライバシー機能を有効にすると、自分の電話機と回線を共有する人は、

その共有回線のコールを表示したり、それに参加したりすることができなくなります。

不審なコールのトレース
不審（迷惑）なコールを受信している場合、システム管理者は電話機に Malicious Call Identification   
（MCID）機能を追加できます。この機能を使用すると、アクティブなコールを不審なコールとして識
別できます。その結果、一連のトラッキングと通知のメッセージが自動的に発信されます。

目的 操作

他人が共有回線のコールを表示した

り、それに参加したりすることができ

ないようにする

Private を押します。

他人が共有回線のコールを表示した

り、それに参加したりすることができ

るようにする

Private を押します。

目的 操作

不審なコールを識別する MCID を押します。特別なトーンが聞こえ、電話機に「MCID 
successful」というメッセージが表示されます。このコールは終
了しない限りアクティブです。
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重要なコールの優先順位付け
軍事施設や政府機関のような特別な環境では、緊急または重要なコールを発信および受信しなければ

ならない場合があります。重要なコールは、他のコールに優先して処理できるように、他のコールよ

りも高いプライオリティを必要とします。この特別なコール処理が必要な場合は、電話機への Multilevel 
Precedence and Preemption（MLPP）の追加をシステム管理者に依頼します。

次の用語に留意してください。

 • Precedence：コールに関連付けられたプライオリティを示します。

 • Preemption：プライオリティの低い既存のコールを終了して、電話機に送信されたプライオリティ
のより高いコールを受け入れる処理です。

ヒント

 • MLPP が有効なコールを発信または受信すると、標準のトーンとは異なる特別な呼出音とコール待 
機のトーンが鳴ります。

目的 操作

発信コールのプライオリティ

（Precedence）レベルを選択する
コールに対応する Precedence 番号のリスト（最低～最高の範囲）に  
ついては、システム管理者にお問い合せください。

プライオリティ（Precedence）
コールを発信する

電話番号の前に、システム管理者から提供された MLPP アクセス番  
号を入力します。

プライオリティ（Precedence）
コールを受信する

特別なコール待機トーンが鳴り、特別なアイコンが着信コールの

コール アクティビティ領域に表示されます。

コールのプライオリティ レベ 
ルを表示する

コールはプライオリティの高い順にコールのリストの先頭から表

示されます。次のアイコンによって、プライオリティの割り当てが

示されます。

アイコンなし：普通（日常）のコール

緑色：プライオリティの低い（プライオリティ）コール

黄色：中程度のプライオリティの（即時）コール

オレンジ色：プライオリティの高い（フラッシュ）コール

赤色：プライオリティの最も高い（フラッシュ オーバー 
ライド）コール

プライオリティの最も高いコー

ルを受け入れる

アクティブなコールを終了し、プライオリティの最も高いコールに

応答する
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ヘッドセットとスピーカフォンの使用

次の表では、デバイスの使用方法について説明しています。

ヒント

 • ヘッドセット ポートの位置については、P. 5 の「ビデオ電話機の接続」を参照してください。 

 • ハンドセットとスピーカを使用してコールの発信、応答、終了などの処理を行う方法については、

P. 20 の「基本的なコール処理」を参照してください。

目的 操作

ヘッドセットを使用する ヘッドセット モードのオン / オフを切り替えるには、 （ヘッド 

セット ボタン）を押します（自動応答を使用している場合は、例外に 
ついて P. 39 の「ヘッドセットまたはスピーカフォン使用時の自動応答」   
を参照してください）。

ヘッドセットの使用中は、 （音量ボタン）や （ミュー

ト ボタン）など、電話機のすべてのコントロールにアクセスできます。

ヘッドセットの購入については、P. 39 の「ヘッドセットの購入」を参  
照してください。

スピーカフォンを使用する スピーカフォン モードのオン /オフを切り替えるには、 （スピー 

カ ボタン）を押します。

ハンドセットが受け台に置かれていて、 （ヘッドセット ボタ 
ン）が点灯していないときに電話番号をダイヤルしたりコールに応答し

たりすると、通常はスピーカフォン モードが自動的に有効になります。

コール中に（ハンドセットか

ら）ヘッドセットまたはス

ピーカフォンに切り替える

（スピーカ ボタン）または （ヘッドセット ボタン）を押   
し、ハンドセットを置きます。

コール中に（スピーカフォン

またはヘッドセットから）ハ

ンドセットに切り替える

ボタンは何も押さずに、ハンドセットを取り上げます。
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ヘッドセットの購入
電話機では、2.5mm 径で 3 極タイプのヘッドセットのジャックがサポートされています。ヘッドセッ   
トの購入については、 http://www.plantronics.com の Web サイトで製品、モバイル製品を参照してくだ   
さい。

ヘッドセットまたはスピーカフォン使用時の自動応答
大量の着信コールを受ける場合、または他人のコールを処理する場合は、自動応答を使用すると便利

です。自動応答は CallManager で設定されます。システム管理者は、スピーカフォンまたはヘッドセッ  
トのいずれかの使用時に自動応答するように設定します。次の表に詳細を示します。

目的 操作

ヘッドセットで自動応答

を使用する

EndCall または回線ボタンを押して切断することによって、 （ヘッ 

ドセット ボタン）をアクティブ（点灯した状態）にしておきます。

（ヘッドセット ボタン）をアクティブにしておくと、音声の入出力 
はスピーカフォンではなくヘッドセットを流れ、自動応答はヘッドセット

で機能します。

スピーカフォンで自動応

答を使用する

通常どおり （スピーカ ボタン）または （スピーカ ボタン）    
を押して、コールの発信、応答、終了、回線の開閉、および別の音声デバ

イスからスピーカフォン モードへの切り替えを行います。

http://www.plantronics.com
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電話機の設定のカスタマイズ

次の各表に示すように、設定を調整することによって Cisco IP Video Phone を個人設定できます。この     
情報を利用するときは、次のヒントを参考にしてください。

 • ほとんどの設定を電話機で行えますが、一部の設定については ユーザ オプション Web ページから    
オンラインでアクセスする必要があります。詳細については、P. 47 の「ユーザ オプション Web    
ページへのログイン」を参照してください。

 • （設定ボタン）が反応しない場合は、システム管理者が電話機でこのボタンを無効に設定し

ている可能性があります。詳細については、システム管理者にお問い合せください。

音量の調節
次の表では、電話機の音量レベルを調節および保存する方法について説明しています。

目的 操作

コールの音量レベルを調

節する

コール中またはダイヤル トーンが聞こえているときに （音  

量ボタン）を押します。

この操作は、現在アクティブになっているオーディオ モードに対する音 
量レベルを調節するものです。たとえば、ハンドセットを使用している

ときに音量を上げても、スピーカフォンの音量は変化しません。

現在のオーディオ モードに対する新しい音量をデフォルトとして保存す 
るには、Save を押します。ハンドセット、ヘッドセット、またはスピー 
カフォンの音量を変更しても、それを保存しなかった場合は、次回その

オーディオ モードを使用するときに、音量は前回保存されたレベルに戻 
ります。

呼出音の音量レベルを調

節する

ハンドセットが受け台に置かれていて、ヘッドセットとスピーカフォン

のボタンがオフになっている状態で、 （音量ボタン）を押し

ます。設定した呼出音の音量が自動的に保存されます。
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アラート トーンのカスタマイズ
着信コールがあることを電話機で示す方法をカスタマイズできます。

モニタの明るさのカスタマイズ
スクリーンでモニタの明るさを調節できます。

目的 操作

アラート トーンを変更する Settings > User Preferences > Alert Tone を選択し、電話回線またはデフォ       
ルトの呼出音の設定を選択します。呼出音のタイプを選択して、そのサ

ンプルを再生します。目的の呼出音を選択したら、Select および Save を   
押します。Cancel を押すと、前回保存したときの設定に戻ります。

目的 操作

モニタの明るさを変更する （明るさボタン）を押し、Up、Down、または （音量 

ボタン）で明るさを調節します。

Settings > User Preferences > Monitor Brightness を選択することもできま       
す。明るさを調節するには、Up、Down、または （音量ボタ

ン）を押します。その後、Save を押します。Cancel を押すと、前回保存  
したときの設定に戻ります。 
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短縮ダイヤル番号の設定
短縮ダイヤル番号を使用すると、電話をかけるたびに実際の電話番号を入力する必要はないので、電

話番号をすばやくダイヤルできます。たとえば、頻繁にかける電話番号を短縮ダイヤル番号として割

り当てることができます。回線メニューに短縮ダイヤルのリストが表示されます。

短縮ダイヤルを使用するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 （回線ボタン）を押します。

ステップ 2 回線メニューで短縮ダイヤルを選択します。その短縮ダイヤルに電話機からコールが発信

されます。

次の表に示すように、短縮ダイヤルはユーザ オプション Web ページで設定します。



電話機の設定のカスタマイズ

Cisco IP Video Phone 7985G 電話ガイド 43

（注） システム管理者は電話機に短縮ダイヤルを割り当てることができます。また、個人設定できる

短縮ダイヤルの数を制限することもできます。

ヒント

上記のいずれかの短縮ダイヤル方式でコールを発信する場合、その詳細については、P. 21 の「ビデオ  
コールの発信」を参照してください。

目的 操作

短縮ダイヤル番号を電話

機に追加する

ユーザ オプション Web ページにログインし、デバイスを選択して、メイ   
ン メニューから［短縮ダイヤルの追加または更新］を選択します。

［電話の短縮ダイヤル設定］セクションで、利用可能な短縮ダイヤル ボタ 
ンごとに電話番号とラベルを入力します。電話番号は、自分の電話機か

らダイヤルする場合とまったく同じ番号を入力します。たとえば、必要

に応じて「9」などのアクセスコードや地域コードを入力します。

入力したラベルは、スクリーンの短縮ダイヤル ボタンの横に表示されま 
す。

固定短縮ダイヤル機能で

使用する短縮ダイヤル番

号を追加する

ユーザ オプション Web ページにログインし、デバイスを選択して、メイ   
ン メニューから［短縮ダイヤルの追加または更新］を選択します。

［電話の短縮ダイヤル設定］で、利用可能な短縮ダイヤル ボタンごとに電 
話番号とラベルを入力します。電話番号は、自分の電話機からダイヤル

する場合とまったく同じ番号を入力します。たとえば、必要に応じて「9」
などのアクセスコードや地域コードを入力します。 
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ボイス メッセージ、履歴、およびディレ 
クトリの使用

次の表に示すように、ボイス メッセージ、履歴、およびディレクトリにアクセスするには、機能ボタ 
ンを使用します。

（注） お使いの電話機システムが使用するボイス メッセージ サービスは、会社によって決定されま  
す。ボイス メッセージ サービスの使用方法の詳細については、付属のマニュアルを参照して  
ください。

目的 操作

ボイス メッセージ サービ  
スの個人設定

（メッセージ ボタン）を押し、音声の指示に従います。スクリー 
ンにポップアップ メッセージ メニューが表示された場合は、該当するメ  
ニュー項目を選択します。 

システム管理者からボイス メッセージ システムのデフォルトのパス  
ワードが提供されます。セキュリティ上の理由から、デフォルトのパス

ワードは速やかに変更してください。

新しいボイス メッセージ 
の着信を確認する

電話機で次のインジケータを確認します。

 • 赤い通知ランプが点灯している。 

 • 封筒アイコン （ボイス メッセージ アイコン）がスクリーンに表   
示されている。

ボイス メッセージを聞く、 
またはボイス メッセージ 
メニューにアクセスする

（メッセージ ボタン）を押します。 （メッセージ ボタン）を  
押すことにより、メッセージ サービスに自動ダイヤルされるか、または 
スクリーンにポップアップ メニューが表示されます。この動作は、お使 
いのボイス メッセージ サービスによって異なります。ポップアップ メ   
ニューが表示された場合は、Voice Mail または Voice Messages を選択し     
てボイス メッセージ システムに自動ダイヤルします。
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着信コール、アクティブな

コール、または保留状態の

コールをボイス メッセー 
ジ システムに送信する

複数の回線またはコールがある場合は、使用する回線またはコールを選

択します。iDivert を押します。iDivert によって、コールがボイス メッ   
セージ システムに自動的に転送されます。

履歴を表示する Directories > Missed Calls、Placed Calls、または Received Calls を選択し       
ます。各履歴には最大 100 レコード保存されます。

履歴からダイヤルする リストの項目を選択します。履歴に表示された電話番号の編集（プレ

フィックスの追加や削除など）が必要な場合は、EditDial を押します。次 
に、<< または >> を押して、数値を消去したりカーソルを移動したりし   
ます。右または左のナビゲーション ボタンを使用して、番号内を移動す 
ることもできます。削除には X ボタンを使用します。

履歴を削除する Directories > Missed Calls、Placed Calls、または Received Calls を選択し       
ます。Clear を押します。

社内ディレクトリからダ

イヤルする

Directories > Corporate Directory を選択します（名前は異なる場合があ    
ります）。キーパッドで文字を入力して、リストを検索します。名前の一

部でも検索できます。リストからダイヤルするには、その番号を押すか

またはスクロールして選択し、オフフックにします。

目的 操作
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ユーザ オプション Web ページへのアク   
セス

Cisco CallManager のユーザ オプション Web ページを使用すると、自分のコンピュータから電話機サー     
ビスの設定、カスタマイズ、有効化を行うことができ、また設定値と機能も制御できます。電話機サー

ビスを設定したら、自分の電話機から電話機サービスにアクセスできます。

ユーザ オプション Web ページの詳細については、次の Web サイトで『Web での Cisco IP Phone のカス       
タマイズ』を参照してください。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/english/ipp7985/index.htm

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/english/ipp7970/index.htm
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ユーザ オプション Web ページへのログイン
ユーザ オプション Web ページにログインするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 コンピュータで Web ブラウザを起動し、システム管理者から提供された URL を入力して    
ログインします。

ステップ 2 総合メニューのデバイスを選択するドロップダウン リストから、デバイス タイプ（電話  
機のモデルとイーサネット（MAC）アドレス別に表示される）を選択します。

選択したデバイス タイプに対応したオプションが、コンテキスト メニューに表示されま  
す。

ユーザ オプション ページのナビゲートに関するヒント

 • 該当するオプションをすべて表示するには、メニュー ページでデバイスを選択します。

 • 変更内容を適用して保存するには、［更新］をクリックします。

 • コンテキスト メニューに戻るには、［メニューに戻る］をクリックします。

 • ユーザ オプション ページを終了するには、［ログオフ］をクリックします。
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その他の設定オプションについて

システム管理者は必要に応じて、特別なサービスや機能の他に、特別なボタンやソフトキーのテンプ

レートを使用するように電話機を設定できます。次の表は、設定オプションの概要について説明して

います。コールの需要や作業環境に応じたオプションの設定について、電話機のシステム管理者と相

談するときに役立ちます。

目的 操作 参照先または問い合せ先

電話回線が 1 本では足り  
ない

追加の電話番号の設定をシステム管

理者に依頼します。回線は 2 本までし  
か持てないことに注意してください。

システム管理者または電話機のヘ

ルプ デスクにお問い合せくださ 
い。

秘書と仕事をしている

（または自分が秘書であ

る）

共有回線の使用を検討してください。 次の説明を参照してください。

 • Cisco IP Manager Assistant ユー    
ザ ガイド

 • 共有回線について（P. 34）

1 つの内線を複数の電話 
機で使用する

共有回線が必要です。共有回線を使用

することで、たとえば 1 つの内線番号  
をデスクの電話機と携帯電話で使用

することができます。

P. 34 の「共有回線について」を参  
照してください。

電話機やオフィス スペー 
スを同僚と共有している

次の機能の導入を検討してください。

 • コール パーク：転送機能を使用せ 
ずに、コールを保存および取得で

きます。

 • コール ピックアップ：別の電話機 
で鳴っているコールに自分の電話

機で応答できます。

 • これらの機能の入手方法につ

いては、システム管理者また

は電話機のヘルプ デスクにお 
問い合せください。 

 • これらの機能の使用方法につ

いては、P. 32 の「応用的なコー  
ル処理」を参照してください。

頻繁にコールに応答す

る、または他の人の代理

でコールを処理する

自動応答の使用を検討してください。

この機能の設定は、システム管理者に

依頼します。

P. 39 の「ヘッドセットまたはス  
ピーカフォン使用時の自動応答」

を参照してください。
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シスコ製品（ハードウェア）に関する  
1 年間の限定保証規定

保証期間内にお客様が受けられるハードウェアの保証およびサービスに関して適用される特別な条件

があります。シスコのソフトウェアに適用される保証およびライセンス契約書を含む正式な保証書は、

Cisco.com から入手できます。次の手順を実行して、Cisco.com から Cisco Information Packet および保証      
書とライセンス契約書にアクセスし、これらをダウンロードしてください。

1. ブラウザを起動し、次の URL に進みます。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/es_inpck/cetrans.htm

Warranties and License Agreements ページが表示されます。

2. Cisco Information Packet を表示するには、次の手順を実行します。

a. Information Packet Number フィールドをクリックし、製品番号 78-5235-03A0 が選択されてい     
ることを確認します。

b. 文書を表示する言語を選択します。

c. Go をクリックします。 

Information Packet の Cisco Limited Warranty and Software License ページが表示されま         
す。

d. このページから文書をオンラインで見ることも、PDF アイコンをクリックして、文書を PDF  
（Adobe Portable Document Format）形式でダウンロードし、印刷することもできます。

（注） PDF ファイルを表示し、印刷するには、Adobe Acrobat Reader が必要です。これは、    
Adobe の Web サイト http://www.adobe.com からダウンロードできます。

3. お手持ちの製品について、翻訳またはローカライズされた保証情報を表示するには、次の手順を実
行します。

a. Warranty Document Number フィールドに、次の製品番号を入力します。
78-10747-01C0

b. 文書を表示する言語を選択します。

c. Go をクリックします。 

Cisco warranty ページが表示されます。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/es_inpck/cetrans.htm
http://www.adobe.com
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d. このページから文書をオンラインで見ることも、PDF アイコンをクリックして、文書を PDF  
（Adobe Portable Document Format）形式でダウンロードし、印刷することもできます。

また、Cisco Service and Support の Web サイトにアクセスして、サポートを受けることもできます。

http://www.cisco.com/public/Support_root.shtml

ハードウェア保証期間

1 年間

ハードウェアに関する交換、 修理、 払い戻しの手順

シスコ、またはその代理店では、Return Materials Authorization（RMA）要求を受領してから、10 営業   
日以内に交換部品を出荷するように商業上合理的な努力を致します。お届け先により、実際の配達所

要日数は異なります。

シスコは購入代金を払い戻すことにより一切の保証責任とさせて頂く権利を留保します。

Return Materials Authorization （RMA） 番号の入手

製品を購入されたシスコの代理店にお問い合せください。製品を直接シスコから購入された場合

は、シスコの営業担当者にお問い合せください。 

次の項目を記入して、参照用に保管してください。

製品の購入先

購入先担当者の電話番号

製品モデル番号

製品シリアル番号

メンテナンス契約番号

http://www.cisco.com/public/Support_root.shtml
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